













なげることができた。 そのため，第5 学年「割合j 指導において， 数量関係を「差
で比べるJ見方・考え方から「倍で比べるJ見方・考え方に変容する授業実践は，
数学的な見方・考え方を働かせるといった示唆が得られた。













































































































































































C l  サッカーだと思います。
C 2  希望者の数が他と比べて多い。














yフトポトゐ1 20 I 的
ザツ均一｜ 2s I 45 
JU.拘トポール1 SS I 21 
陸 上I 1s I 12 
【課題把握のための問題提示②】
噌E－－唱E－－
C 4  自分は， サッカーとソフトボール
だと思 います。
T どう考えたらよさそうですか。







C 6  バスケットボールは， 21-1 5
= 6で人数が6人多いのが分かる





































希望者 1 I 40 人
」一
定員Eコ 25人
希望者1 ! I 45人
【数量関係を書き込む前のテープ図を
含む線分図】















cu 20 から2倍したら40 になるので 2
倍の2です。
C12 定員の 2傍の2だと思 います。
T この定員の何倍かで多いかどうか比
べられるの？











C14 できます。 バスケットは 21÷15=
1.4倍で， 陸上は12÷15= 0.8倍です。
C1 5 全てを何倍になるかで見てみると，
ソフトボールは 2 倍， サッカーは1.8
































量関係に着目できるように工夫した。 C 4 の
児童は希望者数の多さからしか判断するこ







































































































(3） 日本数学 教育学 会『算数教育指導用語辞
典』 教育出版， 2015
(4） 清水静海・船越俊介ほか，『わくわく算
数5 』， 啓林館， 2015
（平成3 0年9 月28日受理）
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